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「韓国広場」の金社長が語る、多文化共生への提言 

 

首都圏で、多文化共生の先端を行く自治体や地域はいくつかありますが、そ

の中でも新宿区のことは皆さんよくご存じなのではないでしょうか。新宿区の

外国人登録人口は、区の総人口の 11%を占めています（2010 年 7 月新宿区

公式ウェブサイトより）。登録している外国人の国籍も多様で、なんと 117 ヶ

国（2010 年 6 月同ウェブサイトより）。ちなみに、この中で一番多いのが韓

国人です。そして、新宿区で韓国人と言えば大久保地区。かつて歌舞伎町のベ

ッドタウンだった大久保地区には、現在、韓国人の方が経営するお店がたくさ

んあります。道を歩けばハングルの看板がそこここに見られ、韓国旅行の気分

が味わえます。たくさんの外国人が住む新宿区の中、大久保地区がこのように

特化したきっかけの１つは、韓国の食材を取り扱うスーパーができたことでし

た。それが、「韓国広場」です。「外」の人間からすれば観光地的な色合いに目

を奪われがちですが、お店があるということはそこに人がいて、町の人の生活

があるということ。大久保地区にも当然日本人が住んでいるので、複数の文化

が共存していなければ、生活は成り立ちません。そこで、7 月 7 日（水）、「韓

国広場」社長の金根煕（キム・グンヒ）さんに、多文化共生についてお話を聞

きに行ってきました。 

 

当日午後、金社長は大久保地区にある本社にて、私たちを迎えてくれました。

簡単な自己紹介の後、話は本題である新宿区の多文化共生へ。つい先日、同じ

メンバーで新宿区を訪れていた私たち（そのときの様子は、前回配信記事をご

覧ください）は、そこで学んだ新宿区の施策をお話して率直な意見を求めまし

た。すると、まず返ってきた答えは「専門の職員を置いてほしい」とのこと。

もちろん新宿区には多文化共生の担当職員がいて、一生懸命取り組んでいます

が、そういうことではなく、長いスパンでその問題に取り組む専門家が欲しい

ということでした。日本の行政組織では、だいたい 3～5 年で異動があり、人

が変わることがほとんどです。せっかく現場を知っても、人が入れ替わってし

まうことでその経験値を生かせなくなってしまうこともあり、金社長はそのよ

うな行政の在り方を問題としているのではないかと思います。 

続いて「行政は法の中で施策を行うが、肝心の法の整備がなされていない」 

「引き継ぎのときには、報告書を読むのではなく自分の目で見て理解すべき」

「地域住民の意見を聞くのはいいが、名目的な当事者の組織を設置して、都合
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のいいようにまとめるだけになってしまうこともあるのでは」などのご意見を

いただきました。法整備は今後も国に働きかけていくべき問題ですし、実態を

把握することも施策を行っていくのには大切です。また、金社長は行政主導で

当事者の組織を作ることが問題なのではなく、その在り方を問題と見なしてい

ます。多文化共生のその組織が、行政案を通すための都合のいいプロセスにさ

れてしまうのではないかと懸念していました。会長を置き、行政の推す案を審

議するだけの場ではなく、生活している当事者がテーマを出し、実際に生活に

必要なことを諮っていく場を設けることが大切です。同時に、金社長は組織の

構成についても問題を指摘しました。平日の日中に行われる会議では、仕事を

している人は参加できず、構成が偏ります。そのため、総意と反映にミスマッ

チが起こります。それでは、会議をして民意を受ける意味がありません。この

歪みについても、是正が必要だと言うことでした。 

 

解決すべき課題を認識する一方で、行政の力に限界があることもわかってい

ます。その点について尋ねると、意外なことに「一番大切なのは日本人への政

策だ」という答えが返ってきました。まず、外国人が多い地域で、激変した環

境で暮らす日本人へのケアが必要です。近所に住む外国人が急に増えると、不

安や不満が募ります。それらを不平不満のままにせず、意見や提案に変えてい

くことが大切です。そして、外国人をケア対象ではなくパートナーと見なして、

協力してどうしていったらよいか考えなくてはなりませんが、私たちはこうい

った部分を見落としてきたのではないでしょうか。 

  

今回、金社長は、私たちの質問に対して、「建前で話せることではない」と前

置きをして語ってくれました。そのうえで、「新宿は一概に成功例とは言えない」

とはっきり言いました。「その判断は、コミュニティの外にいる人間ではなく、

コミュニティの中にいる人間がするべきだ」とも。コミュニティに住む１人１

人が、それぞれちがう判断を下すということなのでしょう。当事者の目は住民

の数だけあって、ある人にとっては成功例であっても、別の人にとっては「こ

んなのは駄目だ」ということになるかもしれません。「これではいけない」とい

う人にも多文化共生に参加してもらい、改善していくことで、最後には、１人

でも多くの地域住民が、「この街は多文化共生の成功例だ」と言ってくれる街づ

くり、施策づくりを目指していかなくてはなりません。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


